北陸地方における自動車流動からみた地域の連結体系とその変化 by 奥野 隆史 & Takashi Okuno
北陸地方における自動車流動からみた地域の連結体
系とその変化
著者 奥野 隆史
雑誌名 筑波大学人文地理学研究
巻 3
ページ 169-188
発行年 1979-03
URL http://hdl.handle.net/2241/00155290
北陸地方における自動車流動からみた地域の
連結体系とその変化
奥 野
I まえがき
且 自動車流動賓料の吟味
]I[ 地域の連結休系としてのネットワ
ークの作定
1¥7 結果とその考寮
1) 昭和,16年の連結休系の形態
院 史
2) 昭和'l6年の機能地域
3) 昭和19年の、連結休系の形態
.1) 昭和!19年の機能地域
5) 昭和1G.、19年の辿紺i(本系形態の
変化の統壮的検閥
＼］ まとめ
l まえがき
衆知のように地哩学的地域の店本概念の一つとして結節ないしは機能地域が杓えられ、，人文地JH学
の諸分野でそれに閃するfiJF、先が多く行なわれてきた 1)• 部市地Jm学では「部市 (1罪）システム」なる川
諮のもとで，都市とその周辺地域との関係あるいは都市相在の閲係が火視され，多くの研究が進めら
れている會都市ヽンステムとは， Simmons& Bourne が指摘しているが2)' 伝統的には一つの地域ま
たは国土における都市の集合を揺味しているが，ー｝曽発展した概念としては，その集合は1<:I卜の機能
の全体性，地域の相互I児係，および地域の発展と変化の寮間的変動などを含んだものである．このよ
うな邸味での部市ヽンステムは， Christallerを初めとする I中心地則諭:l)における中心地の空間的配夕:IJ糾
織，および都市を核とする」二：述の機能地域にほかならない．
システムとしての地域は，上述の概念に従えば，部分的な地域が各種の機能を通じて相互に閲係し
あいながら有機休として一つの全体地域をh界成しているものといえる．つまり，微小な部分地域のい
くつかが相互に結合して，ある水準で機能の完結1生を有する中規校の部分地域を枯';:成し， さらにそれ
らのいくつかが互いに関係しあって，ある水準で完結性を有する全体地域を形成するのである．本淘
は，新潟・ 1富山・石川の 3県から成る北陸地方を一つの全体地域とみなし， これを、ンステム的に把握
することを試みる．筆者はすでに中京地域について同様の観、点から考察したがn, この観、9ばに発展と
変化の空1:¥1的変動に関する視、点を加えることによって，上述の Simmons& Bourneの指摘叫こ派っ
た地域のより完全なシステム的な把握を行なうこととする．
地城をシステム的にとらえるに際しての一つの接近は，全休地域を構成する各種の部分地域を一柿
の結節、,f、f とみなし，それらの関係あるいは結合の状態をリソクとみなし，そのことによって打機体と
しての全体地域のシステム系を結節、点とリソクの 2要索から成るネットワークとして把握するとい
う方式である．この方式は， システム系を迎解するのに必要な情報のいくつかを捨象してしまうこと
となるが， システム系をきわめて明確にする利）．応をもっている,;). このようなネットワークにおいて，
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一つの部分地域つまりは結節）、りは他の多くの部分地域と互いに関係しあっているので， 11月の結節，1ば
からいくつかのリンクが仲びていることとなる．本論では， 1結節点は他の点に対して 1本のリソク
のみを出し，そのリソクの方向はある特定の結節点へ向うと前捉する．この特定の結節点の選定につ
いては， リンクで表わされる部分地域間の結合状煎として，①従）属・支配関係および②結合の捏度の
2)、りが考慮されるべきであるのて,'i)' ①についてはリン’クを発する結節、内、より規模の大きい結節、収を
選定する（②については後述のような配感を行なう）．つまり，一つの部分地域はそれより規位の大な
それにのみ結合するとするわけてある．この直］」足のもとでのネソトワークの種類としては一有向性な
いしは有向木聾ネ、ノトワークということができょう．
ネットワーク研究においては，一般I'.!く］には結節、9点とリンクとの組合せおよびその形状が重祝される
がsi, 本論においては，前述の②つまりはリソクの太さについても考慮することとする．それは， ‘ン
ステムとしての地域はいくつかの部分地域からh府成され，そして，各々の判5分地域において，ある水
準の完結性を有ずる部分地域内部の微小gj)分地域相［［の結合の）立合は，他の部分地域との結合のそれ
より高水準であり，それゆえに結合の反合 辿結）文と名づける をもって全体地域内での部分地
域の匝定とそこでの完結性の水刈しの議別とができるからである
このような観凡汀こたつ場合に間題となるのは，部分地域椙］の結合状想を表現するリンクとしてどの
ような事蒙を実際に｀とりあげるかである．本論が地域をシステム的に把握ずることを目i'l勺としている
以jー:_, リソクが地域の機指と地域!HJの相冗/3fJ(系とを閾益［内に表現しているものてなければならぬてあろ
う．この表現物としては流動現象が最適といえる．それは， この現象が地域の1炭危の規悦や牡性に応
じて鼠的かつ質的に度勁し， また地域間の相圧交流の分析に流動現蒙が一般的に用いられて＼ヽること
から明らかなように，この現象が地域l}\J の相万」閃係の総合 l~I勺指椋とみなしうるからである．ぷ菰では，
各柿の流動現象のうち自動車流動をとりあげることとする．それは次の」咀由からである．一つは， こ
の柿の流動が流動主休の中で最も旭本1―,iく］な財と人の 2柿のものを同時に含んでいること，いま一つは，
1§動Iドが貨物および旅客輪送にお‘いて最大の分担槻閲であり¥))' これの 1 連行当たりの平•均トリ、ノプ
9.5km で，本論で1~13分地域の晶礎域とする市町村の畢均直径とほぼ同長であることである．
I 自動車流動資料の吟味
自動車流動による， リンクの太さを加味した一有,(:J性ネットワークを設定するためには，流動現象
である起終］、仄およひその間の流動蹟を示す資料が不可欠である．この資料としては自動車
起終、I、1;・［調代がある．本論の対象地域とする北陸地方については，北腔地刀OD であり，シ
ステムとしてのこの地域の発展ないしは変化を考察するに際しては，同表のI]召和46年および同49年の
2年次のものをとりあげる．
この賓料ての謂介対（炭 iドは貨物車・果）甘巾・ノミス• 特殊用途cjI・軽自動fc/I(2輪車は除く）．
であり， 10月の一特定日（県によって日が異なる）の 24時間での起点と終点を調べ，ほぼ市区町村を
起終、1、JいiJ.位地区として対集車台数が集五―-「されている．北1iを地方 3県の市町村は 178を数える（ただし
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佐渡島およ ひ粟島を除 く）が，起終兄式単位地区としては， 若干の町村を統合 して1単位地区としてい
るところもあって，全体で132地区が設けられてしヽる．この地区数は!I召和46,49年とも同じであり ，
またIJ村の単位地区への統合方式（これについては後掲の弟2図を参照）も同じてある ．このことは
昭和4.0年およびI「i」43年の方式と は異なる． これがシステムの発展ないしは変化の考祭に際して昭和
46・49年の 2年次に限定した最大の理由である
資料の使用に際して最も問題となる起終点調杏の方法は次のとおりである ．この方法は所有者訪間
調査と路側調査から成 っている． 拘者においては，調査単位地区の在籍自勁車から自動車税課税台帳
・市区町村登録台帳（軽自動車を対象） ・非課税台帳('官公庁所有車を対象）に基づいて新潟県では15
%,'l暫山 ・石川県では 7% (都市圏では 15.-.,28%)の無作為オ由出を行ない，市区町村職員が被抽出車
の所有者に直接訪間して調蒼票に記入した．他方，後者は，闘責地域のスクリーン線上を通る主要道
路上に調如也，1りを設け，その地点を通過する地域外在籟自動車を停止させてその起終、点を聞き取った
ものである ，これ ら21重の調脊によって入手された起終点別の台数を集計する際に，所有者訪問調査
は抽出調査であるので，入手された台数に対して，回収率と抽出率に基づいて算出した車種別およひ
在籍市区町村別修正拡大率を乗じ，その結果と路側調査から入手された台数とを加えた．このような
手続き によって起終点別自動車合数を求め， それを三角OD表にまとめた．これが自動車OD表であ
る
以上の調脊内容から1リ］らかなように， OD表に記されている台数は推定値である．残念ながらその
廿［定i直の有慈性．について統計的検定が行なわれていない．それゆえ， 修正拡大率の算定には十分な配
應がなされていると思われるが，その比率をもとにして得られた結果値について詳細な計測はできな
い．また， 結果伯の表示形式が上述のように三灼表形式であるため，つまりは克、A→点Bと点B→点
AO)区別がなされていなく，両点間の相互往復台数を表示する形式であるため，特定市区町村間の流
動方向を判定するのに厳密な方法を用いることができない．しかし，このようないくつかの難点があ
るが， 現在入手し うる この1用の資料としては最大かつ最適なもの といえる ．
JU 地域の連結体系としてのネットワークの作定
初めに，各単位地区における全起終点自動車台数に対する，ペアーとなる相手地区との間の流動台
数の比率を算出し，それを行列形式に表示する．本論の対象地域である北陸地方は 132地区から成る
ので， この行列は 132X 1.32であ り，各行の比率の合計は 100%である ．各行の比率の うち， 当該地
区より規模の大きい lO)相手地区間の比率をとりあげ，さらにその中から最大比率のみを選び出す．こ
のような操作によって単位地区の位置を示す結節点から 1本のリンクを発することができ，このリン
クの方向は必ずより規模の大きい結節点へ向うこととなる．この有向リンクつまりはア クー は，各地
区がそれの周辺の諸地区のうちどの地区と最も関係が深いかを示す．換言すれば，各地区はどの地区
と最大の依存関係をもつのか一一本諭での原資料は前述のようにペア ーとなる地区間の相互往復交通
盤であるが，重カモテルの基本原理からリ］らかなように，大規椋集団から小規模集団へといった方向
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の交通はそれの逆方向の交通より多いので， 2筐l¥J!'.内機能閣係のうえからは小地域は大地域に依存する
といえる ，つまりは結節i,点の空間的な独立 自旭区に対して最大に依存しているならは，それ
は独立しているといえ，［う もしくは従屈の閃係を表わずのである．仮りに対象地域のすべての結
節／点が 1本ずつのアークをもつとすれば，すべての結節、1ばは最終的には一つの結節、1応に辿結する．つ
まりは 1、1,1¥が全糾節、'・りを従屈させることとなる．この l)ばは最終斎青節工］、といわれる II) 
次に，下述のような連結疫の 5水化それそれについて 0と1を要索とする二巡力式の 132X132の
行列を作る．すなわち， i番目の地区に．おける j番日の相手地区に閃する先に選H」した比率をいと
し，①自地区F".lに流励ずる台数の比率 :(t1J,② t,』，i;?:15 % , ③ 15% > t1、.i~10%, ④ 10 % > ti)~5 % , 
⑤ 5%>tij~2.5% の 5 水悲を設定する，そして，各水準の条件に［口が該当すれは 1, さもないと
きは 0とする行列ー 辿鈷行列と名づける一ーを各水阜ごとに作る．これらの水準を近結度5,4, . , 1 
とそれぞれ順位づけることとする．この連結塵が前述したリンクの太さなのである．
これら 5水準に認ける規準比率はかなり恣狐的なものであるが，全く板拠がなしヽわけではなしヽ．述
5は，ある地区休］を走行する自動車数と比べて，その地区より規模の大き＇い特定柏『地区との間
を走行する自動車数の方が多いことを紅味する．それゆえ，自地区内での流動完鮎付よりもその特定
相手地区とのIMJの袖完性の方がり直いと考えることがてぎる． したがって，特定相手地区への依存：が苔
わめて弧く，両地区はほぼ一休化しているといえよう．辿結炭 4の場合の15%なる』t:+<は，アメリカ
合衆1玉lにおける襟準大都市統は地区 (SMSA) の設定のI界に，「い心『hがその）月辺郡と一休化してい
るか否かの指1別の一つとして，閲辺郡の＇常住就業者数の 15%以l□が1中心rl=iに迎勤していること
しているが l2), これに刈拠している． しかし， fji述のように本直ての加資料は仕役交泊rnに1関するも
のであり，かつ『！勁車は迅勤以外の日!'.!く］にも利用される交辿機関なのでい）， この比率が必ずしもわが
I員の地域間辿潅青の指椋として最適なものとはいえぬかもしれないが， ここでは一／応の目安として採）:ig 
することとする．連結良 3以下の場合については比率を機恨（内に按分したにすぎないが， 2.5%未欄
は地域間の帖合がほとんどないことを忍味するといってよいであろう．
五つの近結行列それぞれにおいて各地区は最高 1fl乱の 1の変素をもつが， これらの行夕叩乞合叶した
とぎの行列においては， 最大比率が 2.5%未贔の地区を除いては （したがってこの地区は最終結笥
、i.1.0,各地区は必す1/1月の 1の菱素をもつこととなる
各直鈷行列を調べると，鈷合の反合に応じた各地区間の連結状況とその方りとが詞り］する．この二
つの事柄に着目することによって止鮎水準ことの最終結節，点を摘出することがてきる．この近結水郡
ごとの最終結節、＼圧を前述した同名の結節、1、~了、と区測する邸味て，これを準最終結笥点と呼ぶことにする．
この柿の結負f1A、［は， これに結合する他の結節、点を従！属させ， また未紹合の他の、1、Lヽ 了、とその迎結水準では
独立的てあり，従屈させている、(i、とともにその水準内での流動の完鮎圏ないしは支配図を形成する．
したがって，叫最終糾節、！、ビはそれそれの行する完結圏における中心地とみなすことができよう．しか
し， ここてn立すべ合は，ある水（｛［における悲最終結節、点が，それよりも低い水準においてもま
最終結節、1,¥てあるとは限らないということである．低水準の叫t蚊終尉沿15}、I'.i,に従！属する楊合もありうる
のてある．このことは，前述したように相対的に尻校の大誉い帖節］仄にどの結節，1_I;~、も必ず従）属すると
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前提したことに由来する．ともあれ，連結水準ごとのこの種の結節点員ま，その水準に菟づいて限層化
することができる．換言すれば，結節点のもつ流動完結性に応じてその点を1外奇層化しうるのである．
連結度 5の準殻終結節、点を 1次中心地，迎結度4のそれを 2次中心地，以下 3次 .4次.5次の中心
地とする．
この1:j:i心地の1塔層化方式は，従米の中心地のもつ規模（人口や施設の凰）に晶づいてそれを1紺耀化
する方式とは異なり，中心地の流励完結性に基づくものである.Berry & Barnum が指摘している
ように凡中心地の周辺の人口密笈や経済水準が地域的に異なる場合は，同一規模の中心地でもその
附層陛次は異なるこ とと なるので，人口密疫や経済水準を反映した流動完結性に基づく附層化方式の
方が一層現実的であると考えられる．
w 結果とその考察
1) 1召和46年の連結休系の形態
上述の方法によって作成された北陸地方の昭和46年の連結体系のネットワ ークを示すと， 第1図の
ようになる． さらに，このネットワークをテ、ソドログラムにしたのが第2図である．これらの図から
明らかなように，北胚地方においては，新潟市・六日町・上越市・富山市・輪島市・金沢市の六つの
厳終結節｝気が存在＾ し， それらはそれぞれを 5次中心地とするほぽ独立的な連樟吉体系を形成する． 新潟
市・ブく日町・上越市の 3体系は新潟県，輪，訪市・金沢市の 2体系は石川県， 富山市の体系は富山県を
それぞれ網羅的かつ排反的に包含し，中京地域にみられるような他地方へj住移する結節点はない． こ
のことは，地域の連結体系における北陸地方の一つの大きな特徴といえるのであって，県とい う行政
的領域がここで設定された機能的な地域の連結体系の骨組みと一致しているのである．
これら 6体系の中で最も単純な形態を示 し， かつ骰も小規模なのは六日町の体系てある．これは，
六日町に直扱的に連結する 1地区と小出町を推移結節点 小出町はより高階次の六日町への他の結
節］、気の連結を仲介しているので上向且勺な批移結節点といえる一ーとする 2馳区とを含めて， 合計4地
第 1図 北陸地方の地域辿糸力体系のネットワーク（昭和46年）
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第2図 北胚地方の地域迎結体系のテ‘ノド ログラム（昭和46年）
、I―'閉線は下向+if移迎結， またカッコ内はOD表で統合された町村名を示す 第 5図について も同様
区から構成される． この体系で注目されることは， 六日町に直接連結する地区はその連結水準が連結
疫 4であること である．また，小出の場合における 2地区の連結も同水準である． これら 3地区はい
ずれもある程度の完結性を有 し， 最終結節点と一体化していない このようなことは後述する輪島の
体系に典型的にみられ， 山IM1部および半島部のような道路網の疎密な地域に普逓的に現われる ．
これに次いで単純なのは輪島体系である． この体系の 5次中心地輪島に連結するのは 4地区にすぎ
ないが， その うちの珠洲市は4次， 穴水!HJvま3次の中心地であり，それぞれ椎移機能をもつ．そして，
これら 2中心地に従）属する 2地区はともに 2次中心地となっている．つまり， この体系を構成する 4
地区はいずれもかなり独立性の強い地区なのである． また， 珠洲と穴水に従｝属する 2地区は，位置的
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には輪島に隣接しているにもかかわらず， これと而接辿結せずに珠洲と穴水をそれぞれ中継、点として
閻接連結する．これらのことは，能登半島北部においては追路密疫の低いことに加えて，各地区の中
心部間の相互距離がきわめて長いこと 例えば相互距離の岐も短い1'扉iと';'(水の間ですら-=l-:要地方
道穴水門前線経由で約17km, 最も長い珠洲と輪島の間では国直 249号経由で約 45kmである一ー，
および地区間の交通に利用される主要追路が而岸沿いに環状に走り， LIi l¥l部を縦断する．、直賂には一部
に未舗装部分がみられること 例えば能部町と輪l贔を結ぶt要地方逍宇IL¥r It 1r野線の約出は木舗装
に原因がある
上越を 5次中心地とする連結体系もかなり平純な形態をもっている．この休系ぱ， 1-: 越に述鈷疫 4
および 5 で連結する諸地区から成る亜体系と，糸魚川市を準般終結節、1,1、（とする ,11~(木系とから構成され
る．上越は，それに直接的にしかもかなり高い連結水準で結びつく地区をいくつかもち， I: 述の 2(木
系とは異なった地区相互の補完性の高い体系を形成する． しかし，上越と糸魚川の結合はかなり弱い．
これは，糸魚川が規模の、点ではかなりの大きさを有するにもかかわらず， 11,j;れの辿絡路として[kl迎 8
号しかなく，他の選択的な道路が全くなく， しかも両者の中心部が在いに約 40km も1灼っているこ
とに由来する．
富山と金沢の両休系は，規松および形態の複雑のうえからほぼi1Jぐ窄といえる．すなわち，それぞれ
に従）属する地区は，前者については 25, 後者については 23を数える．また， 2次以I・.の中心地をと
もに七つずつ従えている．
富山体系はそれ自体に高岡市および平村の而体系を加えた 3JH1: 体系から成る. ;.1・ 山の,1(体系は， I・ 
向推移機能をもつ黒部市を従）属させている魚沖:,Ii"の小体系がかなりの完結性をもちながら貨山県東部
を占めるが， I畠山平野における大部分の地区を直接的に支配する形態を星する．とりわけ，婦中およ
び大山の両町に対する支配は強く，一｛本化した地域を形成する．それに対して，高岡の]lk(本系は，伽
波平野の諸地区を従）属させているとはいえ，それらとの連結水拙は乳打LIほど高くはない．とくに1切波
平野南部についてはそうであり，福光町は高岡と同等の中心限次をもち， f1屑野町・小矢部市は比較I、1勺
高階次の中心地となっている．
平の亜体系は一つの地区のみから成るものできわめて完結性が強い．この地区は庄川流城の山I¥J盆
地を占め，古来五箇山と呼ばれる封鎖的な地域であり，完結性のり狽さはこのことを反映している．こ
の亜休系は下向機能をもち， 3次中心地である井波町に．，その）1: 被も同柿の機能をもって，高岡:ill~休
系に属する砺波市に従属する．このような従屈系列は，平から）1: 波を経て砺波へ向う国道 156号によ
るものである．この国道のほかに城端町へ通ずる国道 304号があり， この道路による妓近隣中心地の
城端までは平から約 20kmの距離であり，国道 156号による井波までの 23kmよりやや近い． しか
し，城端までは細尾峠および小来栖の月計1,部があるため時間距離が長い．それゆえ， ‘ドは j:述のよう
な従属系列をとるのである．
金沢体系もまた三つの亜体系ー一七尾市・金沢・小松市一ーから成る．七尾を 4次中心地とする亜
体系は能登南部の鹿島・羽昨の両郡全域を占め，かなりの完結性のある粛米町を，志賀町および羽昨
市を推移結節点として従属させる．窪来からみた場合，距離的な最近隣点は中島町であるにもかかわ
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らす，志賀を実際しのそれにしている．このことは， ［要道『名が而岸沿いに走るという半島部での道
路網の特徴に由来している．
金沢のI!]i休系はほほ金沢斗確罪の手取川下流以北域の諮地区から札介成され， 1付隠!HJを初めとする近郊
部を直扱的に住く支配する．この支配））はり乳Liの場合より弧く 4地区に及び，北1培地方では後述の祈
潟に次ぐものである．また，両白且1地叫麓の、烏越・白峰の両村を伯談的に従属させる．この両村は手
取川流域の谷口集烙であるい来町には止結せずに，金沢に直接結びついているのてある．これは，両
村を綬断して仇且来に至る 1汀道 157号がさらに金沢ヘイ11びていること，および金沢の介在機会としての
カの大きさに1関係している J'j)• 
金沢平野印部を古める小松匝休系は， 2次中心地の加賀市を含むかなり車飩な形想をもち，小松白
休をあわせ6地区から成っている．この亜体系は，道路網が中心地から分岐するといった平純1蒻店を
呈しているため， Christallerのいう最近隣恥」開JG)に従った休系となっている
新潟体系は北陸地力における最大かつ最も似雑な休系てある．止結）文 1, 換口すれば 4次の中心地
とすれは， これは四つの:uli体系に分かれる，翫潟県北端にある村」五hの亜休系は，岩船郡全域
し、，かなり完結ti:の高い閃川村を，神林村を」仕移}:';、1、として従屈させる. I此lJ1と神林の結合は最近
隣掠連に従うものて，事実，両地区を1且追 113号が直通している．
新潟の亜体系は，同じ県庁所在都巾の位訂l」や盆沢に比べて）見役．および形態において謡かに大であり，
似糾である．すなわち， この亜仙系に加｝属する地区は祈潟を合めて 30に及ひ，二つの 3次中心地と
三つの 2次中心地を有する. 3次中心地の叶1」1llJは東油原郡全域を支配する中心地となり，その域内
ではかなりのり加氾結）」をもつ．いま一つの 3次iわ心地の五凩市は，村松町のみを従属させる小規模
な連結休系をもち，辻結皮 2の水準でより骨専次の低＼，ヽ祈rlt由にHf:移してしヽ る・ このような五成の下向
推移の辿結形式はかなり fにものといえる． としヽ うのは， これと同様の形式をとる
の勘合は，迅％網の形態によって主としてもたらされる連結I生の低水阜に主な原囚があったが，五呆
の場合は隣按諸地区へ多数の道賂が泊じている 1りI] えは主要地方道祈~I味寸松線や白恨安 EE!線 か
らである．この叩□re性は，五呆のらつ自動車合数による規校よりも紆済的規模の大きさに賑囚すると
考えられる．磯部による泊勤泊学者の移動調査→では 17), 五尻とは三条市とほぼ比肩する中心性を有する
ことが恨告されており ，またこの市を中心として五凩広域経済圏が圃定されている．三つの 2次中心
地は水）以llJ・ 祈発Il市・中条町であり，水原はその周辺 3地区を辿結塵 5というきわめて高い水悲で
従屈させる、祈発El]と中条は/)了JI情次の中心地であるが，後名は伯者に支配されている．
三条0)』I廿本系は規校のうえては比較的小さいにもかかわらず，かなり複雑な形態を示す．この亜体
系に合まれる三つの 2次中心地のうち加茂市を除く禾!I島村と分水町は三条に直接連結しない．
は，分水に結合する低/I背次の寿汀lに結びつき，分水を経1t1して低附次の辰市へ，そして三条に連結す
るといった4段I峠りの間桜的なしかも二つの不向推移）ばをもつ連結形式を呈している．分水もまた下向
机移檬能をもち，低附次の見をとおして三条と結合する．このようなことは，紐がかなり大きな規模
の中心地であるが，仰離的に三条にきわめて近く，それゆえにそれとの近結がり直いことに起囚する．
長岡o)m「休系は祈髯のそれに次いて規松が大きく形懇も複雑てある．新潟の亜休系ではI中心都市新
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潟の圧倒的な規模の大きさゆえに，それに連結する中心地の階次がほぼ段階的であるのに対して，長
岡はそれと同階次の十日町市および柏崎市の 2中心地を従属させる．これら二つの中心地が有する連
結体系は小規模であり，前者は十日町盆地とその周辺の 3地区，後者は柏崎平野を中心とする 3地区
からそれぞれ成っている．それらを長岡に連結させているのは主として国道8号と同 117号である．
それに対して，長岡はそれとほとんど一体化している 3地区を含めて，各連結水準で直接的に従属さ
せる地区が7にものし迂ゥっている．その一つの地区である栃尾市は長岡に隣接するにもかかわらず見附
市を推移点として間接連結する．これは，栃尾と長岡の間にある主要地方道長岡栃尾加茂線が森立峠
を越え，栃尾と見附の間の見附栃尾線より時間距離が長いためである．
2) 昭和46年の機能地域
上述のような連結体系に基づいて，ある特定の中心地の機能地域とその階層組織とを設定すること
ができる．連結度5の水準で結合しあい，ほぽ一体化しているとみられる地区をまとめると， 99の圏
域一一これは1次中心地の支配域に筏かならないので1次圏と呼ぶーーとなる（第3図）砿本論の対象
地域である北陸地方は132地区の基域から楷成されているのが，それらが99圏城にまとめられるとい
うことである．このグループ化の程度は中京地域に比べてきわめて低いことが注目される 18). すなわ
ち，中京地域では264基域が152の1次圏にまとめられるのである．このことは，北陸地方において
は全体的に地区の面積が広いことにもよるが19¥各地区のもつ完結性が比較的高く，各地区がかなり
閉鎖的な社会・経済描造をもつことを示唆している．中京地域の大部分の市制都市の1次圏は複数の
基域から成るのに対して，北陸地方ではそのような都市は若干数を数えるにすぎない．
これらの 1次圏を連結度4でさらにグループ化すると， 45の圏域―-2次圏一ーとなる．この段階
でのグループ化の程度もまた，中京地域の同段階でのそれよりも低く，基城が1次圏にまとめられる
程度と大体同一である．このことから，各地区の連結の度合が，相対的な意味で中京地域と北陸地方
の間には連結度1だけの差異があるといえよう．順次，連結の水準に応じて圏域をまとめると， 24と
-15の3次圏と 4次圏がそれぞれ設定される．そして，最終的には六つの 5次圏に北陸地方はまとめら
れる．連結度 1の水準より低水準での新しい圏域の設定も可能であるが， この水準は地域間の結合の
／ 
. 1次中心地 -・-・l次圏
O 2次中心地ー・一・-2次圏
• 3次中心地 —---3次圏
(i) 4; 欠中心地 ―-4次圏
◎ 5次中心地ー-5次圏
第3図 北陸地方の機能地域（昭和46年）
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度合が微弱なことを意味し， したがって連結度1で設定された圏域は互いに独立性がきわめて強く，
ほぼその域内で流動が完結しているといえる．つまり，北陸地方はそれぞれ独立した六つの圏域から
成るわけである
これら 6圏域の中心地である新潟市 ・六日町・ 上越市・‘富山市 ・輪島市 ・金沢市それぞれの機能地
域の構成をみると，六日 llJのみが4次 .3次圏をもたないことが判明する ．六日!HJは，自体を 2次中
心地とする 2地区から成る 2次倦1と，小出町を 2次中心地とする 3地区から成る 2次圏とをあわせて
5次圏を構成する．このことから，北陸地方では六日町を除く 五つの 5次中心地は機能地域のピラミ
ソト1!く］な陥屈組織を有すると いえる． この、1ばは，名古屋市のみがその種の組織をもつ中京地域と対照
的である．
また，北陸地方の 6圏域において，新潟・六日町・上越の 3圏域が新潟県，冨山圏域が富山県，輪
島・金沢の 2圏域が石川県の範域と全く一致するこ とも；1主目される ．このことは， 名古屋の圏域が県
境を越えて愛知県外へ伸ひている中京地域の場合と大きな柑迎である ．この相違は， 両地方の中心都
市の位附関係以外に，中心都市の有する支配力の追いに起因するものであ り，北陸地方の 6中心地は
たかだか県域内部で完結する支配力しかもたないことを反映している．
3) 昭和49年の連結体系の形態
昭和49年の自動車OD表を昭和46年の楊合と全く同様の方法て処理し，その結果としての 132地区
の連結体系およびそのデン ドログラ ムを示すと第 4図および第5図のよう になる．これらの図か ら切
らかなように， 昭和49年の場合も昭和46年と全く 同様に，新潟市 ・六日町・ト越町 ・常山市 ・輪島由
• 金沢市を最終結節此i、とする六つの体系が存在し，六日I打・輪島 ・上越の 3体系は小規模かつ隼純な
形態を ， ＇富山 ・ 金沢 • 新潟の 3体系は規模がかなり大で，それに伴って複雑な形態をそれぞれ呈す
る．しかし，各体系における連結状況や中心地の1背次などではいくつかの変化がみられる
初めに，最も小規模かつ氾純な形態を示す六日町休系についてみると，昭和46年と同49年の間ての
は全く迎結体系が変化していない．各地区の連結の水準および方向また中心地附次も変化していない
のである
第4図 北胚地方の地域迎結休系のネットワーク（昭和49年）
北陸地方における自動車流動か らみた地域の辿鈷体系と その変化（奥野）
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第5図 北陸池力の地域辿結体系のテソト ロクラム（昭和L19年）
輪島の体系については， 門刷llJと穴水町の「刷の連結が変化しているのみで， 他の地区1/dJについては
変化がみられない．門前はIf召和46年では連結度 3で穴水に従属 していたが， 49年ではその水準が2に
低下している． つまり完結性を高めたわけである． それに伴って中心地としての限次は向上してい
る．しかし， 両地区間の交通羅の比率は門前にとって 10.7%から 9.0%へわずかに減少しただけで，
有意な減少とはし、えない． この比率に基づく連結度のクラスがたまたま 11礎級低下したにすきないと
いえる．それゆえ， この変化は実質的にはないもの とみなし うる．
上越体系における変化は， 一つは板倉町の上越への連結水準が向上したことによ って， その地区が
上越と一体化したこと， いま一つは能生町の上越から糸魚川市への連結方向の変更である． 前者につ
いては，板倉と上越の1仇］の交通鼠が仮倉にとって31.1%であったのが41.0%に増大したことによる
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このことは，上越の全起終点交通畠が昭和 46年から 49年にかけてあまり変化していないのに対して
(92, 190台と 98,253台），板倉てのそれは 49年に約 50%の仲ひを示し，それの大部分が上越に対す
る交通械の増加によって占められているので，上越の板倉への支配）」の増大に起囚するといえよう．
後者に関しては， I召和 46年では上越に対する交通誡が院生にとっては 21.2%, 糸魚川に対しては
20.5%であったが， 49年てはその比重］関係が逆になり，糸魚川に対しては 23.2%, 上越に対しては
13.4%となっている．つまり，能生げ、 46年ては両中心見の勢力の均伽、,t;(に相当し，やや上越へ仙っ
ていたが， 49年には糸魚川の影殺憎月1人」に帰｝属するに至ったわけである．このことは， 上越と糸魚川の
両年次間における且訃仇増大の相迎によっている Ztl).
叡 i-11{本系は札l当の笈化を7]ミしている．すなわち， 46年では乳什Ji!~!体を含めて平村および高岡市の合
―.'の亜休系が忍められたが， 49年では平:o)完糾性の低下に伴って-;貨山と高岡の 2~,m休系に縮退し
てしヽ る.ti山圃廿木系の麦化につしヽては，字奈）」IIJが，恨部市に一休化したこと， およひ位；山周辺の立1、J」
小杉・大沢野の 3Il]の叶；山に対する結合が一｝曽恢まり，一休化するに至ったことが注目される．
と黒部を結ぶ王史道路は主〗［地方迅黒部宇奈）］線てあるが， この道路は患部観光Iレー ト
分に当たり，‘｛り」」方ifriからの白動巾による観尤客は主ぷここれを利）甘する．観兄客の」竹大に伴ってこの
道路の改良が進み， このことによって宇奈）］と、1、,I}部のIMJの1月1:¥J且Ii離が短縮されている．これが宇久）l
と、1ば部の一休化の主仇lである．他）」，後名の変化は，；i1は山の規校J許大 (269,653台から 305,884合へ
と Jfり）~II) による支配））の拡大を反映したものである．このことは県）¥:)リ『在部由に八辿してみられる全
砂
1(以i'IくJ
詞てあり，県レヘルでの判い打い］の格，芯の拡大に通ずるものてある
の変化はかばり虹著てある．それは， 3次巾心地の似兄/Iりが 46りにば1」IWi'次のiftil泊］に
し，それゆえにこれの一つの小休系が高岡に少］）瓜していたが， 49年・には低1凧次の｛加炭巾
に鮎ひつくことによって麻悩lと るclうになったことてある．いま一つは，半と）j: 波町-
およひ)I:設と｛助設の止結の水刈［が 1月1こし，それに伴って、ドと）1設の中心地附次が低I'、―することによっ
て平のild小系が消政したことてある．輻光における対畠/if]の交姐試の比率はFlij年次とも 6.5%て笈化
してい紅いが，灼伽彼のそれは 3.2化から 7.4%へとJ賃大してしヽる．［記尼，高岡，｛伽波の位/{1'.I尉係を
みると， J1cj正156号およひそれに辿らなる］：夏地方．、直！肋妓福光線上て北から高岡・伽波・似光の順に
配列する．つまり， 46年には伽波を越えて『日光は高岡と結合していたのが， 49年には最近隣）扇刑に従
うようになったわけである．換□すれは，高岡の似光に対する介在機会としての機能が低下したので
ある.'V-.),I波 1/'!J芦よひ）1: 波・伽波間の辻糾水準の向士は， 1月氾 156号や：主菱地方辺1切妓庄川線など
の改良に加えて， hリ虞と井波0)巾心地としての吸収））のJ曽大に起囚する．また，高岡の吸引））も培大
し，糾恢巾およひ罰閻I「lの両地区を1本化どせることによってその勢力割を拡大させていることも‘注
目される．
金沢休系についてはりりLiほとの｝『し＼ヽ変化はみられないが，いくつかの変化がある．一つは，七尾
巾0)リ叫＜系におしヽてぷ賀I!りと判l乍rHの1¥l虹よひ羽I『とじ尾の間の止鮎水準が 11付専級1こ外したこと， し、
ま•一つは，金訳と—.(木化する地区に）I」［木」・闊米llf.M内村の 3地区が新たに加わったこと， また，
白峰村の全沢に対する連結がその水直を lJl/:1; 級低下させたこと，そして，小松叶］のリIt休系に46年では
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屈していた辰1二JIIJが金沢亜休系に 49年ては転属したこと である． 志貿 ・羽昨間と羽昨・七尾間の連
結水晶の変化は， これらの中心地を辿絡する国道 249号や主要地方遥七尾羽昨線などの拡幅および帥
装改良によるl:『間距離の短縮，および羽昨とヒ尾の規模の増大に原因がある．金沢との一体化の地区
の付加は，＇富山の場合と 同様に県庁所在都市としての金沢の吸引）］の増大によ ると考えられる．白峰
の連結度の低下は， これまで述べてぎた諸地区の変化餡向とは正反対のものである．この低下は，実
は金沢以外の地区との結合を強めるようになったためなのである ．すなわち，白峰における金沢に対
する交通鼠の比率は， 15.7%から 12.8%に減じているのに対して，隣接する島越村に対しては 6.1 o/
から 11.8%, 鶴来に対しては 6.1%から 8.3%へといずれも増大させている．つまり ，最近隣原理に
従う交通が増え，それに伴っ て介在機会としての金沢市の機能が白峰にと って相対的に減じたわけで
ある ．辰口の他体系への少昴屈変更は，前述した能生の場合と同様に，その地区が金沢と小松の勢力扇
衡点に位置するためであり ，金沢の両年次間での規模の増大が小松のそれを上回ったことによる 21).
新潟休系は規模の大きいわ りには変化が微小である． 連結方向の変化は，三条市に間接的に連結し
ていた和島村が 49年では長岡市と直結するに至ったことを除いては，みられない．地区間の述結水
準に関する変化は， 17の地区間にみられ，そのうち 4地区間は連結度が低下，残りの 13地区n月は向
上した ものてある．いずれの連結水準の襄化についても変化開は連結度で 11誓級であ り，大幅な低下
または!fiJ」こ：はみられない和島の連結方向の変化についてみると， この地区は46年ては寺泊町との交
通梢の比率が12.8%で寺ヽ fl、]に直結し，分水Il『および紐市をHi:.移結節は［として三条市に結合するという
きわめて炭雑な迎鈷形式をも っていた．しか し， 49年には寺泊との交通畠の比率が10.1%に滅じ， nり
年次に 9.2%を占めていた長岡との交通鼠の比重が 14.9%へと増大し，長岡と面核に結合するに至っ
たのである．この地区の規模の両年次!Miでの壻大は祖当なものであり (3,479台から 4,649台へl曽加），
その増大が長If(;「lとの交通の増加によってもたらされている ．このこと は，介在機会としての長岡の機
能の増大が気隣接地区の寺泊の吸収力を大きく上回ったことを示しているといえよう．
迎鈷度を低下させた朝日村 ・村上市，安田1nr. 水原llT, 賎栄市・ 新潟市，，検・ 三条の4地区間の う
ち前 3者は，いずれも自地区内部の交通が増加して完i翡性が高まった結果である ．この中で注目され
るのは安田・水原間の連結水準の低下である.46年から49年までの両地の規模の変化状況は，安田で
は 6, 547 台から 9,354 台への大幅な J曽）~n を示 しているが，他方，それ より 規模の大き な水原は18 ,289
台から15,946台へと減少傾向にある．このことは，水）京の周辺地域に対する影密力の滅退を示し，安
田が水原の影響下から脱しながら独立的な中心地になりつつあることを意味している．これとかなり
類似 したかた ちの もの は札岱栄 と新潟との関係についても みられ る響：／！蛉・三条間については， ii!~のもつ
吉田町や分水などの支配地域に対する影翌力を高めることによって，三条との連結を相対i'.!Jに低下さ
せたも のである ．このことは，分水の礼的に対する連結水準の向上にも反映している ．
連結を一）習高めた 13地区17月のうち註 目されるのは柏崎市｀の長岡に対する結びつき である．柏綺は
長岡と隣接するにもかかわらず 46年ではかなり完結性が高く，それゆえに長岡と同究の高い中心地
階次をも っていた． 両地区の中心部間を連絡する道路は山道 8号であるが，この国辺の長岡市街地四
郊でのバイバス建設およひそれに伴う I;]、:I道351号との分離を初めとする国道8号の改良が進められた．
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このことによる時間距離の短縮が， 49年での両地区間の連結水準のj(iJ上に大きく寄与している．
4) I召禾!J49年の機能地域
昭和49年の機能地域は，前損でみたように六つの辿結体系そのものに変化はないので，当然のこと
ながら 5次圏の範域については全く変化がみられない（第6図）．しかし，それぞれを構成する 4次圏
については，柏崎市の長岡,1・に対する連結水雄のIfり上と，和島村の三条市から長岡市への帰属変更と
があっ たため， 長岡圏がかつての机崎圏を併合して，長岡圏が刈羽郡全域を覆うよ うになり，また，
能生町の近結方向の上越市か ら糸魚川市への変更に よって糸魚川圏が拡大している． そして，一平村の
連結水叫向上のためそれの 4次圏が消滅した結果，富山県全域が常山市の圏域となっている. 3次圏
については五尿圏が新潟圏，松代圏が十日町圏，井彼圏が高岡圏にそれぞれ併合され，門前圏が穴水
圏から分離している
このようないくつかの変化によって，昭和49年では 1次隊が86, 2次圏が39, 3次圏が22, 4次圏
が12 となり， 昭和46年と比べてどの段jl背でもグループ化の程炭が若•干高まっ てしヽる．こ のことは北I佐
地方の地域、ンステムが1姐放的な ものになりつつあるこ とを示唆している
5) 昭和46・49年の連結休系形態の変化の統計1'.fJ検討
ここでは，前述した昭和46年の連結体系の形態と昭和4.9年のそれとのlieりに六つの休系それぞれにお
いてどの程度の笈化があり ，そしてその変化が有屈なものであるか否かを定星：［内に検，．；寸する．また，
その襄化は6休系間で差異が認められるのか否かについても検，｛寸する．これ らの検,i」が定鼠(内に行な
われる ならば， 前述のさまざまな指摘が一｝劉即i化にな り， 祖た笈化の地域(J/tJi Iい］かI見らかとなるてあ
ろう
この検詞を行なうに際して初めにI月題となるのは，辿結（木系の形態を定贔廿勺にどのように｝砂見する
かである .ifo紅で述べたように，本論では地域の連結休系が一有向性ネットワークで表視されている
ので，この休系の形態はこのネ、ノトワー クの構こ造を示す何らかの指標で表現さるべきであろう ．そこ
で， ここての指棟として任邸の2地区I'/『］の機能距離，ー有同性ネットワー クの、紅味か らすれば，任、認
の2,'瓦を結ぶアークまたはその集合であるチェーンについての機能距離をとりあげることとする ．こ
第6図 北吐地）］の限り巨地域（昭和19年）
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の種の距離についてはいくつかの定義があるが汽最も一般的な正規マルコフ連鎮過程の変化確率で
定義する．すなわち，任怠の 2、11、{hと lのIりのチ ー' ~ェ ノについての機能距離 行列を S, およびこの
チ ェーンについての結合行列を C={ん ｝（ただし，i=j-1; i,j E鼻， ここでの 麟は hと／の間
のチェ ーンに存在する）、応の集合）ーーマル コフ辿鎮過料の批移雁率行列に相当する一ーとすれば，
S=C1+c2+ .... +c・, ヽ． (1) 
てある．ここでの nはチ :c.ーンのトポロジー的直径である ．この定義において問題となるのは，隣
りあった 2は汀間の距離心をどのように規定するかである．檬能距離を一有向性ネノトワークの指標
としているので， この距翡Iiもまた同種の指標でなければならぬことは自叫であろう ．そこで， これら
2凡［間の辿結度を反映 した次のよ うな距離で規定することとする．連結度 5の地区間に関する交通菫
の比率は，北陸地方全体かつ両年次について平均すると38.7%であるので，この比率値をこの連結水
準ての 叫！とする． 連結度 4に関しても同様の方式で24.0%とする．それ以下の連結度については，
初めに設定した各連結度の規準廿旱の中心値を採用する ．すなわち，連結度 3については12.5%, 連
糾疫 2については 7.5%, 連結笈 1については 3.7%である．以上のような隣接2、1訊間の距離および
チェーンの任唸の 2、しり1/-l'Jの機能距欝iにIMりする定義によって，例えば五尿市から新潟市までの機能距離
を闘定すると昭和46年については 1.8%となる
次にfl¥]J姐と なるのは，連結休系の形應変化の粗度とその有怠性を検討するための測笈である． 相異
なる各種の事依の形態間の一般的な比較ー一例えは二つの地域傾向面や拡散シミュレーションパタ ー
ソの同定性ーーに関して， SA係数や正準相関係数などさまざまな測笈が提I昌されているが， まだ決
定的なものが見出 されていない~4) • そこで，各種の測度の中で最も普辿的に利用されているピアソソ
の利心 相閃係数を本論では用いること とする．上辿した地区IMJのI召和46・49年の両年次の機能距離を
投人賓料として 6(木系ごとに相関係数を求め，その結果から両年次にわたって連結休系の形態がどの
第 1表 6体系の変化にl!>l-1する川関係数
とその行怠性検定
~~~~~ I 札II褐係数 1 し統，，l·i)I I l:'山反
料［ 約 o.939I 30.999 I 121 
六!:Il!IJ― 1.000 
、上越 0. 708* 3. 504 11 
'fr; I」.I 0. 937 18. 602 48 
柿前 島 0.913* 4.486 4 
{iz t!¥ I 0. 652 5. 302 38 
--・  —--------—··• ---よ-— · - · ・-一----
＊は自由度修正の札1関係数による
程）文変化したか，そしてその変化が有意な ものか否かを考
察するわけである．
六つの連結体系それぞれに関する相閾係数およびその有
邸性検定のための t—検定統計最の算定結果は ， 第 1 表に示
されるとおりである ．なお，上越市と輪島市の両体系に関
する柑関係数は，サソプル数つまり地区！社］数の少なさによ
る偏りを除くため，自由度修正の相閑係数によったもので
ある ．これ らの相閾係数値から，両年次間で全く 変化のみ
られない六日町体系を除いて，最も変化の程度が少ないの
は新褐市の体系であり ，他方， 最も変化の大きいのは金沢市の体系である ことが判叫する．平村の辿
糾水準や伽光Il」の辿結方向の変更によって形懇が大きく俊化 しているようにみえる‘感山市休系は，実
際はあ、ま り笈化していないといえる
相関係数の有心性を検定するためのか統叶帆の算定糾果は，第 1人のtr欄のよ うてある ．この符．定
8ー 4 
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された統』日f{[はいずれも布応、水準 5%の統叶鼠→（直を上IYilっている．それゆえ，六つの相関係数はす
べてオ—T凸なものといえる．このことは，間和46年の連鈷休系の形想と 49年のそれとは，六つの休系の
どれについてもほほ門笠で丸り，｛和屈な亥化は］召められないことを怠味している．つまり，北悴地方
の地賊、ンステムは少なくともい和-16・49年にわたってはどの｛水系についても同定であるということが
でぎるのである．
止鮎休系の形應文化がパつの休系の間でli:'J一のものてあるか否か，換―パすれは笈化の地域的相追性
についてオ災叶してみる． というのは，北1培地方全（本の．；胆翡休系の形恵変化を考察するうえで，上述の
個別的な仕系の形『麿変化の腐ド］のみでは不十分であるからてある．この［州の検fNを行なうに際して，
6什系それぞれの窒化の作）Jiを火わす札31見甘系数の間の布応元の打無を校定する力法を）甘¥,ヽ る．すなわ
ち，初めに各休系に罰］する相I及甘系数を次式によって闘u仇化し，
J l+ri Zi= 一~-ln -----一
2 1-ri 
(2) 
次tヽで，
のIi¥]に しヽとしヽう
u 
ることがり、今「Iられている次式の u よって，二つの相閃係数
仮謁を棄且）または採）月するのである．
(3) 
ここての広げ、 i番！」の休系に1夏］する相l斐］｛系数， Jli はその休系ての-i}ー ンプ）レ数（地区土］数）てある．
パつの州紡（本系それぞれ―・二つずつ糾介せた場合の U 統，；!・}化の買定結果は第2どのとおりである．
麟お， この してのパ日町休系の祖！見甘系数偵は に。.999とした．この糾果によると，
ての l{
とした
を 5%
を下jJ!
/‘~ プ それゆえ， これらパつの糾合せに
つ＼，ヽては，
められないといえる．このことから，
（木系の膨店変化の •『r:;;U I・11扉
1見のj1rj休系のそれと，ーいは休系の変化
の作以 の両休系のそれ
と， 州籠cjf小系0))核煎変化の打度はバ乳Li
上慇一金沢， のプくつの組合せについ
第2}{ 6休系にIYりする u統叶鼠
糾砂パI]町. _Jや．越バ,; i」輪，I贔盃沢
仇「屈~｝ 3.538 2.57t1 0.098* 0 316* 26.893 
八日IlJ 2.070 4.433 3. 508 2.763 5.037 
！：：越 0 817 2 917 6 860 1 006* 0.295* 
',¥ 1J1 0.017 2.087 ゜ 0.282* 4.250 諭，l~,1j 0.185 2.255 0 662 0.168 1. 278* 
念沢 0 952 3.022 0.105 0.935 0.767 
＊は1J.'立：水川0.0日でい鯰差なし
左ド欄は (Zi:--乙）値を示す
．令沢の[1」(木系のそれとはそれそれ1ぃ」笥であるということがてきる．それに対して，体系の他の九つ
の糾合せについては笈化の『1¥度は大ぎく異左り， 1リ］らかにいくつかの休系間に有虹な差のある形恵変
化がみられる．とりわけ-, ・ン¥I」Ilf (木系の変化は，他のどの休系のそれとも煩似していないのである．
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¥「 まとめ
北胚地方の地域、ンステムを明らかにするために，地域「閏交流を最もよく表現する自動車流動のOD
資料を用い，地域の連結体系を一有向性ネットワークとして把握しにそして，その時系列的疫化を
昭和46年と同49年について考察した．その結果は次のようにまとめられる．
(1) 昭和46・ 49年の両年次 とも北陸地方には新潟市・六日町 ・上越市 ・パ1i・」1打・ 輪島市 ・金沢市
をそれぞれ履終結節は（とする六つの地域の連結体系が存在し，それぞれ支配ずる圏域は県域を越える
ことはない．そして，その認域はこの 3年1社］では全く変化していない．
(2) 六つの連結体系それぞれの形態は，六日町のものが骰も単純で，新潟休系が最も大）且松かつ
複雑である ．輪島体系は能登半島北部を占め，各地区はかなり完結性が高く ，ほぼ二つの亜体系から
成りたっている ．上越体系は糸魚川市と上越の 2亜休系に分割される ．‘膚山 と金沢の2体系は規模お
よび形態のうえでほぼ同等と いえる． 愉者は昭和46年ては富山と高岡市と平村の 3亜体系から成って
いたが，昭和49年には平の亜体系は—,yの もつ連結水畢の /f'U 上に よって高岡亜体系に併合されて泊滅 し
ている ．後者もまた七尾市 ・金沢 ・小松市の 3匝体系から椙成されている．新潟体系は多数の高階次
の中心地を含み，慨括的には村上m・ -新潟・ 三条市・長岡市の 4亜体系に分割される．昭和49年での
際立った笈化は，長岡と同等の中心地JI背次をもっていた柏崎市が，長岡に対するその辿結水準を高め
るこ とによって支配倦iを長岡に少叶屈せ しめるに至っ たことである
(3) 各地区の連結水糾に応じて機能地域を国定すると，昭和t.16年については 132地区から 99の
1次圏が，さらに 45の2次圏がまとめられる．そして，般終的には詞述の六つの最終結節，＼りが支配
する六つの 5次圏にグループ化される．このクループ化の樹）文は，中京地域と比べてきわめて低位で
ある ．このことは，北陸地方の各地区が社会・経済的に強い完条古性をもつこ とに由来すると考えられ
る．昭和49年には若干1姐放的になっている．
(4) 各体系の形態の変化を統叶的に検討・すると， どの休系についても昭和46年から同49年にかけ
ては大幅な変化はみられず，体系の形想はほぼ同定であるといえる．しかし， 6体系の間にはかな り
の相違がみられ，有應の差のある変化がみられる．とりわけ，六日flJ{本系の変化は他の体系のそれと
は異なる ．
本論は昭和53年｝変又部省科研費一般C 「中央日本における交通ネットワーク発逹のイソパクトに1具lする地］！！―［
学的研究」（代表者奥野隆史）および総合A 「日本における都市、ンス テムの研究」（代表者I辺（建ー ）の一部を使
用したものである
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The Regional Linkage System and I tsChange on the Basis 
of Motor Carrier Flows in the Hokuriku District 
Takashi OKUNO 
18'7 
In order to clarify the regional system of the Hokuriku district , which 1s composed of 
Niigata, Toyama, and Ishikawa prefectures, a tree-shaped digraph abstracting the areal lin-
kage system is first prepared on the basis of・ 
these being the most 
ongrn-clestination data for motor carrier flows, 
appropnate data for analyzing the spatial interaction of the regions. 
Secondly, the temporal change of the system between 1971 and 1974・ 1s considered. The 
operational procedure for preparing th 1 e a Jove-mentioned digraph begins with the assumption 
that each of 132 unit areas in the district is a node, and that there are f1 
Tl 
・ows amono-them. と＞
1e values in each cell of the flow matrix are divided by the sums of the row (total flows), 
and a cell which has the largest share of the total flows can be identified. Then, the sum 
of the row is compared with the sum of the column which contains the cel, in order to 
恥 dwhich sum is larger. If the sum of the column which contains the cel is larger than 
that of the row, the arc is drawn from the node withしhesmaller sum to the other one. If 
it is not, the sum of the column which contains the second largest value in the cell is com-
pared with that of the row. If the former is larger, the arc is drawn. The arc represents 
the relationship of dependency or dominance between the nodes. This procedure is repeated 
until the value in the cell reaches 2.5o/, which means no significant linkage among the 
nodes. In addition, al the arcs drawn are ranked according to their amount of share. This 
means that the width of the arc i叫icatesthe intensity of the connectivity between the two 
nodes. 
Some results of the consideration of the patterns and temporal variation in the systems 
are summarized as follows. 
(J) The Hokuriku disしrictis composed of six areal linkage systems in both 1971 and 
1974. The terminal nodes of these systems are Niigata-shi, Muika-machi, Joetsu-shi, Toyama-
shi, ¥1/ajirna-shi, and Kanazawa-shi. With regards their influence spheres, each of them 
occupies a 「elativelysmall area in comparison with the case of the Chukyo district, and 
each is contained within the prefectural territory. These facts remain unchanged during the 
in tervining years. 
(2) In regard to the six system patterns, Muika-machi has the simplest system and, 
conversely, Niigata-shi has the most c叩 1plex. The Wajima-shi system, in which al areas 
are linked to each other with low connectivity, occupies the north Noto Peninsula and is 
composed of the two sub-systems. The Joetsu-shi system is divided into two sub-systems of 
Itoigawa-shi and Joetsu-shi. The systems of both Toyama-shi and Kanazawa-shi are almost 
equivalent to each other in terms of size and complexity. In 1971 the former system is 
composed of the tl1ree sub-systems of Toyama-shi, Takaoka-shi, and Taira-mura, but, in 1974, 
due to an increase in Taira-mura's connectivity to other areas, Taira-mura sub-system comes 
to merged into the Takaoka-shi one. The latter system is also composed of the three sub-
systems of Nanao-shi, Kanazawa-shi, and Kornatsu-shi. The Niigata-shi system has a number 
of higher order central places and is divided into the four sub-systems of Murakami-shi, 
Niigata-shi, Sanjo-shi, and Nagaoka-shi. A noticeable in this system pattern in 1974 is that 
the increase of Kashiwazaki-shi's connectivity to Nagaoka-shi causes absorption of the former 
city's dominant field into the latter city's one. 
(3) Vvhen the nodal regions are delineated on the basis of areal connectivity, 132 unit 
areas are grouped into ninety-nine first order regions in 1971. These reg10ns are grouped 
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into forty-five second order regions and finally into six fifth order regions. The degree of 
grouping is lower in comparison with the Chukyo district's case. This is probably reflected 
by the higher socio-economic independency of each area in Hokuriku. In 1974 such indepen-
dency is of a weaker degree. 
(4) When the change of the system patterns is examined by using some statistical 
teclrniques, it can be said that a significant change is not recognized in each system between 
the two years, and, therefore, that each system has remained fairly stable. However, spatial 
differences in the changes of the six system patterns are recognized. In particular, the 
change of the Muika-machi system has much singular tendency. 
